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三 相低 周 波溶接機 による厚 板 鋼 板の 点溶接 （第 1報）

　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 三 菱 電 機 株式 会 社 　 山 本 利 雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ○ 奥 　田 　滝 夫

　 1 　 緒 　 言

　最 近 　我 国 に お い て も 建 築 ● 造 船 工 業 で 厚 板 鋼 板 の 溶 接 に 点 溶 接 を 利 用 す る こ と が 検 討

さ れ 始 め て い る 。 厚 板 鋼 板 の 点 溶 接 継 手 の 力 学 的 特 性 に つ い て は す で に 建 築 学 会 で 取 上 げ

ら れ 　 目 下 種 々 の 検 討 が な さ れ て い る の で 、 こ こ で は 溶 接 条 件 （溶 接 電 流 ， 加 圧 力 ， 通 電

時 閣 ） が ナ ゲ ツ ト 形 状 や 溶 接 強 度 な ど に お よ ぼ す 影 響 に つ い て 報 告 す る 。

　 2 　 実 　 験 　 方 　 法

　厚 板 鋼 板 の 点 溶 接 に は 大 電 流 が 必 要 で あ る こ と と 、 溶 接 機 の ふ と こ ろ 内 部 の 磁 性 体 に よ

る イ ン ピ ー ダ ン ス 降 下 の 大 な る こ と を考 慮 し て 　 三 相 低 周 波 方 式 を 採 用 し た 。 試 作 点 溶 接

機 の 仕 様 は 次 の と お りで あ る 。

　　 　　 　 。 制 御 装 置 　 　 ： ト ラ ン ジ ス タ 式 デ ジ タ ル 計 数 方 式

● 定 格 容 量 　 　 ・150KVA

・ 最 大 入 力 　 　 ： 1 ・ QOOKVA

● 最 大 短 絡 電 流 ： isQ ，　 OOOA

・ 最 大 加 圧 力 　 ； 20 ・ OOOK9
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Effect 　 of 　 weld 　 time 　 on 　 weld

strength 　 and 　 nugget 　dimensions
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　電 極 は 　外 径 40 皿 m ， 先 端 半 径 150mm の ク ロ ム 銅 製 ラ ジ ア ス 型 電 極 を 用 い た 。

　被 溶 接 材 と し て は 　板 厚 12mm の 構 造 用 鋼 （SS41P ，12 − 90 × 22emm ） を 溶 接 前 に 酸

涜 い し た も の を 用 い た 。

　各 試 験 片 を 溶 接 電 流 ， 加 圧 力 ， 通 電 時 間 ， 保 持 時 間 な ど を 変 化 し て 溶 接 し 、 引 張 セ ン 断

試 験 ， † 字 引 張 試 験 ，硬 さ 試 験 ， 断 面 試 験 な ど を 検 討 し た 。

　 3 　 実 　 験 　 結 　 果

　 Fi9 ． 1 は 　溶 接 電 流 ： ワ 1 ，
000A

， 加 圧 力 ： 7 ．5t 。 n に 保 つ て 、 通 電 時 間 を変 化 さ

せ た 場 合 の 引 張 セ ン 断 強度 ， ＋ 宇 引 張 強 度 ，
ナ ゲ ツ F 径 （dn ），

コ ・ ナ ”“ ン ド 径 （d ・ ）・

溶 込 み 深 さ （p ＞お よ び くぼ み 深 さ （lnd ） の 変 化 を示 し た も の で あ り 、 Ph 。 t 。 ．1 （a ）〜

（e ）は こ れ に 対 応 し た 断 面 マ ク ロ 写 真 で あ る 〔 1 パ ル ス は 加 熱 時 間 5 サ イ ク ル
， 冷 却 時 間

3 サ イ ク ル ｝ 。 図 に み る ご と く　 ナ ゲ ツ ト は 32 パ ル ス 目か ら 形 成 さ れ は じ め 、 ナ ゲ ツ ト

径 は そ の 後 通 電 時 間 と と も に 大 き く な つ て い くが，溶 け 込 み 深 さ は 42 パ ル ス 附 近 で ほ ほ 飽

和 し そ の 後 増 加 し な い 。 溶 接 強 度 も 通 電 時 間 と と も に 増 加 す る が 、 そ の 増 加 の 度 合 は ナ ゲ

ッ ト 径 の 増 加 率 よ り も む し ろ コ ロ ナ ● ボ ン ド 径 の そ れ に 似 て お り 、 ま た 　 ナ ゲ ッ ト の 形 成

さ れ て い な い 22 パ ル ス に お け る 引 張 セ ン 断 強 度 ， ＋ 字 引 張 強 度 が か な b 大 き い 。 こ の こ

と か ら 厚 板 鋼 板 の 点 溶 接 に お い て は ナ ゲ ツ ト の 周 囲 の 圧 着 部 が 溶 接 強 度 に 大 き く寄 与 し て

い る こ と が わ か る 。 引 張 セ ン 断 強 度 を ナ ゲ ツ ト 径 で 除 した 値 は 　 lmln の 軟 鋼 板 で 110 〜

120k9 ／ 皿 皿 で あ る の に 対 し 、 12mm の 厚 板 で は 　 1 ， 100 〜1
，

200k9 ／ mm （ α c に 対

し て は 75Q 〜 850k9 ／ 皿 皿 ）で あ る 。

　 Fi9 ．2 は 　 加 圧 力 が ワ ．5 七 〇 n の 場合 の 溶 後 条 件 範 囲 を 、縦 軸 に 溶 接 電 流 ， 横 軸 に 通

電 時 間 を と つ て あ ら わ し た も の で あ る 。 図 中 　上 の 実 線 は 中 チ リ の 限 界 線 ， 中 の 実 線 は ナ

ゲ ツ ト 形 成 の 開 始 点 ， 下 の 実 線 は 圧 接 開 始 点 を 示 し て い る 。 dn ＝ 30 皿 m と な る 条 件 に お い

て 　大 電 流 短 時 間 条 件 （ 88
，

000A ， 30 パ ル ス ） と 小 電 流 長 時 間 条 件 （67 ，
000 　At、120

パ ル ス ）の ナ ゲ ツ ト 形 状 を 比 較 す る

と 、 前 者 は 太 蚊 型 の 角 ば つ た 形 状 で

溶 け 込 み 深 さ も 大 き い が 、 後 者 は 薄

板 の 点 溶 接 で よ ぐ み ら れ る 碁 石 状 の 　言
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
な め ら か な 形 伏 と な る 。 ま た 　前 者 　ト

　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 i
に お い て は プ ロ ホ

ー ル や 割 れ の 内 部 　き

欠 陥 が 発 生 し や す い 。 し か し 　両 者 　嵳
の 引 張 セ ン 断 強 度 ， 十 字 引 張 強 度 は

大 差 が な い 。

　 そ の 他 　 加 圧 力 ， 保 持 時 間 ， 溶 接

ピ ッ チ お よ び 加 熱 ● 冷 却 の 時 間 比 な

ど の 影 響 に つ い て は 講 演 会 に お い て

報 告 す る 。

冒 日』 　丁嘲 騷　｛騨 b ■，

Fig ．2　　Current −Time 　 curves 　for　
12mm

　 　 　 　 thick ．　 mild 　 stee1
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